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定期検査
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特定行政庁が地下浸透方式により汚
物を処理することとしても衛生上支障
がないと認めて規則で指定する区域

浄化槽法第四条第一項の規定による
技術上の基準により、屎尿浄化槽又
は合併処理浄化槽からの放流水につ
いて、第一項第一号の表に掲げる
BODに関する基準より厳しい基準が
定められ、又はBOD以外の項目に関
しても基準が定められている場合

※1に同じ。但し送風機を除く

着工

工事開始
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生活環境項目（別表第2〈第1条関係〉）（別紙第1〈第1条関係〉）
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特定事業場からの下水の排除の制限に係る水質の基準を定める条例の基準は上記物質名から温度が除かれる。
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担体流動循環方式 FCZ FRP 12 ～ 50 2.4 ～ 10.0 20 30 20 15

担体流動ろ過循環方式 FTZ FRP 51 ～ 2380 2.55 ～ 119

上記以外に、材質が「RC」の浄化槽は現場打（AWR型）で対応可能。

保守点検回数：1回以上/4ヶ月
清掃回数：12ヶ月に1回以上

10.2 ～ 140

2.55 ～ 100

20 30 10
流量調整型担体流動
ろ過循環方式 FRZ FRP 51 ～ 10000 2.55 ～ 1000 20 30 10 20
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○中型合併処理浄化槽（FRP製）
型式名：フジヨシ浄化槽FCZ-12～50型
処理方式：担体流動循環方式

処理対象人員：12人、14人、15人、16人、18人、20人、21人、25人、28人、30人、
 32人、35人、40人、42人、45人、50人

処理対象人員：14人、18人、20人、21人、25人、30人、35人、40人、45人、50人

T-N
20mg/L以下
20mg/L以下

30mg/L以下
30mg/L以下

20mg/L以下
20mg/L以下

15mg/L以下
15mg/L以下

仕様

型式
日平均

処理水量
（㎥/日）

人槽

FCZ 12型
FCZ 14型
FCZ 15型
FCZ 16型
FCZ 18型
FCZ 20型
FCZ 21型
FCZ 25型
FCZ 28型
FCZ 30型
FCZ 32型
FCZ 35型
FCZ 40型
FCZ 42型
FCZ 45型
FCZ 50型

12
14
15
16
18
20
21
25
28
30
32
35
40
42
45
50

2.4
2.8
3.0
3.2
3.6
4.0
4.2
5.0
5.6
6.0
6.4
7.0
8.0
8.4
9.0

10.0

最大幅

W（ｍｍ）
1650
1650
1870
1870
1870
1870
1870
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000

最大長

L（ｍｍ）
2640
2640
3255
3255
3255
3255
3255
3190
3685
3685
3685
3685
4780
5275
5275
5760

本体深さ
※1
H（ｍｍ）

1950
1950
1950
1950
1950
1950
1950
2180
2180
2180
2180
2180
2180
2180
2180
2180

流入管底
※1

H1（ｍｍ）
480
480
480
480
480
480
480
480
480
480
480
480
480
480
480
480

放流管底
※1

H2（ｍｍ）
580
580
580
580
580
580
580
580
580
580
580
580
580
580
580
580

流入・放流
管径
φ（ｍｍ）

125
125
125
125
125
125
125
125
125
125
125
125
125
125
125
125

本体
重量
（kg）

送風機能力（参考）

360
360
510
510
510
510
510
680
780
780
840
840
920
1000
1000
1080

吐出風量
（L/分）

100
100
150
150
150
150
150
170
200
200
240
240
270
300
300
340

出力
（W)
71/74
71/74

115/125
115/125
115/125
115/125
115/125
175/185
175/185
175/185
225/250
225/250
230/250
230/250
230/250
280/310

※1 マンホール天端からのサイズ
※2 本体重量は参考値です。

保守点検回数 ： 20人槽以下　1回以上/4ヶ月、21～50人槽　1回以上/3ヶ月
清掃回数 ： 12ヶ月に1回以上

保守点検回数 ： 20人槽以下、1回以上/4ヶ月、21～50人槽、1回以上/3ヶ月
清掃回数 ： 12ヶ月に1回以上

（建築基準法施行令第35条第1項の規定による）

BOD COD SS
日本建築センター性能評価値
国土交通大臣認定値

浄化槽法に基づく
型式認定品

建築基準法に基づく
型式適合認定品

概略フローシート 循環・汚泥移送

放
流

流
入

嫌気
ろ床槽

担体
流動槽

夾雑物
除去槽 沈殿槽 消毒槽

断面図平面図

60Hz/50Hz

H1 H2

嫌気ろ床槽嫌気ろ床槽 沈殿槽沈殿槽

消毒槽消毒槽

消毒槽消毒槽
嫌気ろ床槽嫌気ろ床槽 沈殿槽沈殿槽

担体
流動槽
担体
流動槽 　　夾雑物除去槽　　夾雑物除去槽 担体

流動槽
担体
流動槽

夾雑物除去槽夾雑物除去槽

W

L

H
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（汚泥貯留部） （予備ろ過部）

ばっ気型
スクリーン槽

流量
調整槽

搬
出

余剰汚泥

多孔
スクリーン

担体
流動槽

生物
ろ過槽

保守点検回数 ： 51～500人槽　4回以上/年間、501～1,500人槽　12回以上/年間
清掃回数 ： 6ヶ月に1回以上

保守点検回数 ： 1回以上/2週間
清掃回数 ： 2週間（※1ヶ月）に1回以上
                     ※標準は2週間の設計ですが、案件により1ヶ月の場合もありますので仕様書を確認ください。
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○大型合併処理浄化槽（FRP製）
型式名：フジヨシ浄化槽FTZ型
処理方式：担体流動ろ過循環方式
（建築基準法施行令第35条第1項の規定による）

処理対象人員：51人～2380人　
BOD COD SS

日本建築センター性能評価値
国土交通大臣認定値

20mg/L以下
20mg/L以下

30mg/L以下
30mg/L以下

10mg/L以下
10mg/L以下

浄化槽法に基づく
型式認定品

建築基準法に基づく
型式適合認定品

概略フローシート 逆洗返送水
循環水

放
流

流
入

嫌気
ろ床槽

第一
ろ過槽

固液
分離槽

担体
流動槽

担体
ろ過槽

処理
水槽 消毒槽

断面図平面図

本体深さ※

H（mm）

2800～3100

流入管底※

H1（mm）

650～1200

人槽

（人）

51～2380

日平均
処理水量
（㎥/日）

2.55～119.0

最大幅

W（mm）

2500

＊本体深さ・流入管底の最大値はかさ上げ（最大値300mm）をつけた状態です。
＊流入管底は処理対象人員・汚水量により最大値にできない場合があります。
＊処理対象人員、流入汚水量、流入管底により、槽長さ槽配置が異なります。

建築用途によりし尿成分が多い場合があり、処理性能を満足できない場合がありますので、詳細に関しましては弊社へお問合せください。

保守点検回数 ： 1回以上/3ヶ月
清掃回数 ： 6ヶ月に1回以上

○大型合併処理浄化槽（FRP製）
型式名：フジヨシ浄化槽FRZ型
処理方式：流量調整型担体流動ろ過循環方式

処理対象人員：51人～10000人

3000個/L以下
3000個/L以下

5.8～8.6
5.8～8.6

20mg/L以下
20mg/L以下

20mg/L以下
20mg/L以下

30mg/L以下
30mg/L以下

10mg/L以下
10mg/L以下

脱離液

循環水

汚泥移送

大腸菌群数pH n-HexBOD COD SS

（建築基準法施行令第35条第1項の規定による）

日本建築センター性能評価値
国土交通大臣認定値

浄化槽法に基づく
型式認定品

建築基準法に基づく
型式適合認定品

概略フローシート

汚泥濃縮貯留槽

逆洗水逆洗水

放
流

搬
出

流
入

流量
調整槽

固液
分離槽

第 一
ろ過槽

担体
流動槽

担体
ろ過槽

処理
水槽

消
毒
槽

ばっ気型
スクリーン

断面図平面図

仕様

本体深さ※

H（mm）

2800

流入管底※

H1（mm）

650～1700

人槽

（人）

51～10000

日平均
処理水量
（㎥/日）

2.55～1000

最大幅

W（mm）

2500

＊本体深さ・流入管底の最大値はかさ上げ（最大値300mm）をつけた状態です。
＊流入管底は処理対象人員・汚水量により最大値にできない場合があります。
＊処理対象人員、流入汚水量、流入管底により、槽長さ槽配置が異なります。

建築用途によりし尿成分が多い場合があり、処理性能を満足できない場合がありますので、詳細に関しましては弊社へお問合せください。

保守点検回数 ： 1回以上/2週間
清掃回数 ： 2週間（※1ヶ月）に1回以上
                    ※標準は2週間の設計ですが、案件により1ヶ月の場合もありますので仕様書を確認ください。

GL
汚泥濃縮
貯留槽
汚泥濃縮
貯留槽

第一ろ過槽第一ろ過槽

　担体流動槽　担体流動槽
担体流動槽担体流動槽

処理水槽処理水槽

放流
ポンプ槽
放流
ポンプ槽流量調整槽流量調整槽 固液分離槽固液分離槽

流量調整槽流量調整槽 固液分離槽固液分離槽 担体ろ過槽担体ろ過槽
汚泥濃縮
貯留槽
汚泥濃縮
貯留槽

W H
H1

GL
嫌気濾床槽嫌気濾床槽 第一ろ過槽第一ろ過槽

処理水槽処理水槽

放流
ポンプ槽
放流
ポンプ槽ろ材ろ材

担体流動槽担体流動槽
固液分離槽固液分離槽 担体流動槽担体流動槽

固液分離槽固液分離槽 担体ろ過槽担体ろ過槽
嫌気濾床槽嫌気濾床槽

W H
H1

HWL
MWL
LWL

HWL
MWL
LWL
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し渣

循環返送 凝集剤

汚泥貯留槽

余剰汚泥脱離液

放
流

搬
出

流
入

流量
調整槽

微細目
スクリーン 脱窒槽

硝化槽
膜分離
装置

消毒槽 放流
ポンプ槽

ばっ気型
スクリーン

脱離液

循環返送

し渣汚泥貯留槽
し渣 余剰汚泥

放
流

搬
出

流
入

流量
調整槽

（脱室部）

微細目
スクリーン

ばっ気槽
（硝化部）
膜分離装置

消毒槽 放流
ポンプ槽

ばっ気型
スクリーン

保守点検回数 ： 通常 1回以上/週間、遠隔監視有1回以上/2週間
清掃回数 ： 2週間（※1ヶ月）に1回以上
                     ※標準は2週間の設計ですが、案件により1ヶ月の場合もありますので仕様書を確認ください。

保守点検回数 ： 通常 1回以上/週間、遠隔監視有1回以上/2週間
清掃回数 ： 2週間（※1ヶ月）に1回以上
                     ※標準は2週間の設計ですが、案件により1ヶ月の場合もありますので仕様書を確認ください。
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逆洗排水脱離液

担体洗浄

放
流

搬
出

流
入

ばっ気式
水中

スクリーン

流量
調整型

担体流動層

担体
ろ過槽 処理水槽 消毒槽

濃縮
貯留槽

放流
ポンプ槽

フジヨシMS型フローシート（51～500人槽の場合）

AWC型　沈殿分離槽タイプの一例（51～500人槽）

AWC型　流量調整タイプ（接触ばっ気方式）の一例（51～500人槽の場合）

AWC型　流量調整タイプ（長時間ばっ気方式）の一例（51～500人槽の場合）

流
入

流
入

流
入

放
流

放
流

放
流

沈殿汚泥

沈殿分離槽
（第1室）

ばっ気型
スクリーン

ばっ気型
スクリーン

流量調整槽

流量調整槽

微細目
スクリーン

微細目
スクリーン ばっ気槽

沈殿汚泥

脱離液

接触ばっ気槽
（第1室）

接触ばっ気槽
（第2室） 沈 殿 槽

沈 殿 槽

消 毒 槽 放流ポンプ槽

消 毒 槽

汚泥貯留槽

汚泥貯留槽

搬出

搬出

沈殿汚泥

脱離液

はく離汚泥
5m/m目
スクリーン

5m/m目
スクリーン

沈殿分離槽
（第2室）

接触ばっ気槽
（第1室）

接触ばっ気槽
（第2室） 沈  殿  槽 放流ポンプ槽消  毒  槽

はく離汚泥

※6,400人槽以下の場合
※大臣認定品
※荒目スクリーン、微細目スクリー

ン等の組み合わせもある

放流ポンプ槽
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○コンクリート製ポンプ槽
耐久性

品質性

効率性
二次製品による躯体造で短期間施工！

【高度処理型フローシート】

し渣汚泥
貯留槽

余剰汚泥

流
入

放
流

搬
出

荒目
スクリーン

ばっ気
沈砂槽

流量
調整槽 脱窒槽 硝化槽

膜分離装置
微細目
スクリーン 消毒槽 放流

ポンプ槽

し渣

循環液 凝集剤

【BOD型フローシート】　
流量調整槽に脱窒部を組み込んだ処理工程
※脱窒部を別水槽にする処理工程もあります

し渣汚泥
貯留槽

余剰汚泥

流
入

放
流

搬
出

荒目
スクリーン

ばっ気
沈砂槽

流量調整槽
(脱窒部）

ばっ気槽（硝化部）
膜分離装置

微細目
スクリーン 消毒槽 放流

ポンプ槽

し渣

循環液

【高度処理型フローシート】　
（ばっ気式水中スクリーン〔大臣認定品〕付）

汚泥貯留槽
余剰汚泥

流
入

放
流

搬
出

ばっ気式水中
スクリーン 流量調整槽 硝化槽膜分離装置脱窒槽 消毒槽 放流

ポンプ槽

循環液 凝集剤

【フジヨシKB型フローシート】　

汚泥濃縮
貯留槽

余剰汚泥

（51～500人槽）の場合

脱離液

流
入

放
流

搬
出

ばっ気式水中
スクリーン 流量調整槽 反応槽 消毒槽 放流

ポンプ槽

凝集剤

※大臣認定品
※荒目スクリーン、微細目
スクリーン等の組み合
わせもある

強度も十分で耐久性に優れ、耐荷重T-25にも対応！

・状況に合わせた容量設計、仕様についてもオーダーメイドで対応可能です。
・下水道区域内の勾配が確保困難な場所での中継槽としての設置も可能です。
・ポンプ槽内の防食塗装で特殊排水にも対応できます。
・着脱装置付きでポンプの引き上げが地上より簡単にでき、衛生的です。
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●厨房排水除害施設
　病院、ホテル、学校、レストランなどの厨房からの排水は、和食・洋食・中華など多くの種類があり、その排水は、BOD・SS成分が高濃度のうえ、動植物性
油脂分を多く含んでいます。油分など汚濁の著しく高い厨房排水を下水道へ放流する場合は、下水道受け入れ水質の基準値を上回るため、『除害施設』
の設置が必要となります。

●産業排水処理施設
　惣菜製造工場、菓子製造工場、飲料工場等の工場から排出される高濃度の有機物を含む排水に対し、排水の性状や排水量又、季節的な工程変動、経済
性等を総合的に判断し、お客様の生産活動に合わせた排水処理施設計画・提案いたします。

■参考処理フロー

■参考処理フロー

■除害施設の設置に関する条例の基準となる水質一覧　　　　　　下水道法施行令第9条の抜粋
項目

1. 温度(℃) 45 以上

220 以上
5 以上

600 以上
600 以上

5 以上
30 以上

5以下、9以上
45 以上

220 以上
5 以上

300 以上
300 以上

5 以上
30 以上

5.7以下、8.7以上2. pH（－）
3. BOD含有量(mg/L)
4. 浮遊物質含有量(mg/L)

6. ヨウ素消費量(mg/L)
7. フェノール類含有量(mg/L)

5. ノルマルヘキサン抽出物質
　イ） 鉱油含有量(mg/L)
　ロ） 動植物油脂含有量(mg/L)

一般の場合 工場排水が1/4以上を占める場合

※各自治体に条例及び指導等があり、物件単位で計画時に基準値を確認する必要があります

流入
油脂回収装置

油分離槽 スクリーン設備 調整槽 ばっ気槽 沈殿槽

●○B

●○P●○P
放流ポンプ槽

下水道へ

●○P●○P

●○B
●○B

●●○B　ブロワ

○P　ポンプ

流入

搬出

油脂回収装置

油分離槽 スクリーン設備 調整槽 担体流動槽 沈殿槽

汚泥貯留槽

●○B

●○P●○P
放流ポンプ槽

下水道へ

●○P●○P

●○B
●○B

●●○B　ブロワ

○P　ポンプ

流入
油脂回収装置

油分離槽 スクリーン設備 調整槽 前ばっ気槽 ばっ気槽

凝集剤
●○B

●○P●○P ●○P●○P

●○B
●○B

●●○B　ブロワ

○P　ポンプ

汚泥貯留槽

搬出

放流ポンプ槽膜分離槽

放流

●○P●○P

●○B
●○B

●○P
●○P

流
入

放
流

密閉型
スクリーン 調整槽 反応槽 三次処理

流
入

放
流スクリーン 調整槽 中和処理槽 三次処理

（河川放流の場合）

酸 アルカリ

汚泥貯留槽

沈殿汚泥

流
入

放
流

搬
出

調整槽 中和槽 生物処理槽 沈殿槽 消毒槽

脱離液

酸・アルカリ

（河川放流の場合）

酸・アルカリ
消毒剤・還元剤　※オゾンも使用できます

（河川放流の場合）

■医療系排水(検査系排水)の一例

■医療系排水(人工透析系排水)の一例

■医療系排水(感染系排水)の一例

【参考処理フロー】

【参考処理フロー】

【参考処理フロー】
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